
アプリケーション
 開発フェーズの複数ECUのステイ
　タスをチェック

 ポストプロダクションでの車両プ
ログラミング

 ロードテストでの診断テスト　     
 ロードテストでのECUアップデート

メリット
 簡単な操作
 いつでも持ち運べるコンパクトなソ
リューション
 既存の機能とでデータを転用
 特定シーケンスのを自動で実行
 OTXシーケンスによる診断テスト
　の全般的な自由度

VI-BA-2400
コンパクトなスタンドアロンタイプの診断ソリューション

予備知識不要 --- ECUプログラ
ミング

を使うことで経験の浅い
ユーザでも車両のプログラミングを簡単に
実行することができます。やることは、こ
のVCIを車両のOBDジャックに挿入し、前
もって定義したプログラミングシーケンス
をスタートするだけです。そのプロセスは
RGBのLEDによって制御されます。
典型的なユースケースは、多くの車両の
アップデートが必要なパーキングロットで
のフラッシュ です。また、このソリュー
ションは、テストドライバーが休憩中に自
動的に新しいソフトウェア・バージョンを
ECUにロードできるロードテストでも効率
的であることが証明されています。
新しいソフトウェアはバリューチェーンに
沿って頻繁に車両または個別のECUにロー
ドする必要があります。PC上で診断ソフ
トウェアを実行し、VCIを使用する通常の
手順 -ケーブル、ワイヤレスまたはリモー
ト接続はソフトウェアアップデートの開始
の障害となります。その場合、ソフトウェ
アが複雑すぎたり、PCなど全体的な設定
が高額になる可能性があります。

はSoftingのSDEを適用した診断テスターが実装された車両通信インターフェ
イス(VCI)です。PCが不要なためどこでも簡単に使用することができます。

車両のステータスをリード  

ロードテストでは の2つ
目の強み： 事前に定義したクイックテス
トの実行が可能です。例えば、ロードテス
ト中にVCIを車両に挿入しエラーメモリエ
ントリーを周期的にチェックすることがで
きます。 テスト走行の前後に明示的に呼
び出してエラーメモリやECUソフトウェア
の内容を記録することもできます。
クイックテストに追加し、自由に実装可能
な診断テストを実行することもできます。
ユーザがやるべきことはOTXシーケンスを
診断プロジェクトに統合しファンクション
キーに割りつけるだけです。これは必要に
応じていつでもスタートできます。結果は
PCアプリケーション経由で簡単にダウン
ロードし、アーカイブすることができま
す。
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テクニカルデータ
筐体 ポリアミド製筐体,  135 x 50 x 25 mm

電源 車両診断コネクタ経由

消費電力 --- （操作モードにより）

マイクロコントローラ

内蔵メモリ

インターフェイス 
機器設定のため

 
 

 

車両インターフェイス  診断コネクタ搭載

CAN  チャネル --- 
 (on request)

,   

デジタル入力  

ステイタス インジケーター  

パワーマネージメント 設定可能な モード  

温度範囲 操作温度 　保存温度

保護等級 防塵、防水　

適合性

無線認証 EU諸国, 中国, メキシコ, インド, 日本, 米国 
その他の国についてはリクエストにより

ソフトウェア・インターフェイス  
対応するプロトコル:
- UDS on CAN

 
 

PassThru API (SAE J2534-1 for Windows) 対応するプロトコル:
- Diag on CAN
-  CAN RAW 

オーダー情報
対応　OBD2コネクタ 実装

 ( ) ( ) 
ソフトウェア ( )含む

with

MagCode Adapter with Ethernet cable for VIN|ING 2000

VCIとして使用する場合の関連製品
- 全体のライフサイクルに関連する診断機能、診断シーケンス、診断サービ

スのための独立したランタイムシステム

診断ツールセット：
国際的なスタンダードをベースとする一貫性のある診断機能とシーケンスの作成が可能

診断とフラッシュプログラミングに最適なフレキシブルなツール(モバイル、定置用として使用可能)

車両通信のアプリケーションのための強力なミドルウェアとしての車両通信フレーム
ワーク

サーバベースの
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